












































遺構名 棺形態 棺長 共伴品 器種 配置位置
 高津尾遺跡 16区南地区
１号墓 箱形石棺  ・管玉 棺内？
A
棺内？
３号墓 箱形石棺 173 素環頭刀子 A
５号墓 箱形石棺 177 B
10号墓 箱形石棺 171 B





13号墓 箱形石棺 140 A
15号墓 箱形石棺 182 鉄鏃（２）、管玉（３） 鉄鏃（２） B
17号墓 箱形石棺 156 鏡 B
22号墓 箱形石棺 162 刀子 A
23号墓 箱形石棺 189 B





29号墓 箱形木棺 170 鉄鎌 a
30号墓 石蓋土壙 156 刀子 A
34号墓 箱形石棺 166 B
35号墓 石蓋土壙 165 A
鉄鏃 ｂ
刀子 A
41号墓 箱形石棺？ 鉄剣 B
42号墓 土壙 167 、小玉（53） A
 郷屋遺跡B・C地点
B地点 S－１箱形石棺墓 箱形石棺 167 A
B地点 S－２箱形石棺墓 箱形石棺 112 刀子、管玉（50） 刀子 A
B地点 S－３箱形石棺墓 箱形石棺 200 A
B地点 S－４箱形石棺墓 箱形石棺 89 棺内









C地点 Sー４箱形石棺墓 箱形石棺 鉄鏃 棺内？
 山崎八ヶ尻墳丘墓















































Ⅱ－15号墓 石蓋土壙 177 刀子 A
Ⅲ－18号墓 木蓋土壙 173 刀子 A
鏡 A
刀子 棺内？
Ⅳ－20号墓 木蓋土壙 164 刀子、勾玉、管玉、小玉（10） 刀子 A
Ⅳ－21号墓 箱形石棺 178 刀子（２） 棺内？
Ⅴ－22号墓 箱形石棺 167 刀子 A












Ⅷ－27号墓 木蓋土壙 182 鉄鏃（２） B
鉄鏃（２） B
刀子 A
Ⅸ－32号墓 箱形石棺 185 刀子 棺内？
B
袋状鉄斧 ｂ
Ⅹ－41号墓 石蓋土壙 169 摘鎌 B




３号墳丘墓 １号棺 箱形石棺 160 鉄鏃（２） 棺内？
３号墳丘墓 ３号棺 土器棺 刀子、小玉（21） 刀子 棺外








２号石蓋土壙墓 石蓋土壙 205 刀子 A
３号石蓋土壙墓 石蓋土壙 117 A
５号石蓋土壙墓 石蓋土壙 159 刀子 B
６号石蓋土壙墓 石蓋土壙 172 B
11号墓 石蓋土壙 172 刀子、管玉（４）、切子玉、小玉（３） 刀子 A
12a号墓 石蓋土壙 187 B
12b号墓 石蓋土壙 192 a
14号墓 石蓋土壙 169 B
15号墓 石蓋土壙 173 a
18号墓 石蓋土壙 172 刀子 A
20号墓 石蓋土壙 176 a
21号墓 石蓋土壙 172 B











































遺構名 棺形態 棺長 共伴品 器種 配置位置
 穴ヶ葉山遺跡
30号墓 石蓋土壙 94 、小玉（５） C
34号墓 石蓋土壙 181 刀子 ？
35号墓 石蓋土壙 174 a
37号墓 石蓋土壙 181 B
38号墓 石蓋土壙 201 鉄鏃（鑿？） 棺外
40号墓 石蓋土壙 170 鏡片 B
42号墓 石蓋土壙 202 素環頭刀子 a
43号墓 石蓋土壙 161 鉄鏃 A
44号墓 石蓋土壙 176 素環頭刀子 A
49号墓 石蓋土壙 166 刀子？ A
50号墓 石蓋土壙 203 刀子 A
51号墓 石蓋土壙 160 鉄剣 A
56号墓 石蓋土壙 110 A
57号墓 石蓋土壙 188 刀子 B
66号墓 石蓋土壙 184 鋤・鍬先 ｂ
67号墓 石蓋土壙 188 刀子 A
72号墓 石蓋土壙 188 ｂ
73号墓 石蓋土壙 134 刀子 A
78号墓 石蓋土壙 100 素環頭刀子 A
79号墓 石蓋土壙 191 ｃ
82号墓 石蓋土壙 102 A




10号石蓋土壙墓 石蓋土壙 165 A
13号石蓋土壙墓 石蓋土壙 174 鉄鏃（２） A
14号石蓋土壙墓 石蓋土壙 172 刀子 ｂ
10号土壙墓 土壙 168 鉄鏃 ｂ
 岩屋古墳群
６号墳 第１主体 箱形石棺 181 鉄剣 B
６号墳 第２主体 箱形木棺 167 刀子 A































器種 右 中央 左 不明 合計
鏡 2 (22.2%) 1 (11.1%) 6 (66.7%) 9 (100%)
貝輪 1 (100%) 1 (100%)
鉄剣 4 (57.1%) 3 (42.9%) 7 (100%)
鉄鏃 3 (13.6%) 14 (63.6%) 5 (22.7%) 22 (100%)
素環頭刀子 9 (81.8%) 1 (9.1%) 1 (9.1%) 11 (100%)
刀子 27 (62.8%) 11 (25.6%) 5 (11.6%) 43 (100%)
ヤリガンナ 16 (42.1%) 2 (5.2%) 15 (39.5%) 5 (13.2%) 38 (100%)
袋状鉄斧 1 (50%) 1 (50%) 2 (100%)
鉄鎌 1 (100%) 1 (100%)
摘鎌 1 (100%) 1 (100%)
鋤・鍬先 1 (50%) 1 (50%) 2 (100%)
釣針 1 (100%) 1 (100%)
右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左
高津尾遺跡16区南地区 2 1 3 1 5 1 5 5
郷屋遺跡B・C地点 1 1 3 2 1
山崎八ヶ尻墳丘墓 1 1 1
徳永川ノ上遺跡C地区 1 1 1 1 6 3 9 3 2
徳永川ノ上遺跡E地区 1 1 1 2 1 2
穴ヶ葉山遺跡 1 2 1 1 4 9 3 7 7
金居塚遺跡 1 1 1 1
岩屋古墳６・７号墳 2 1






















南地区 12号墓、徳永川ノ上遺跡 C地区Ⅰ－ 13号墓）。また、これとともに、鏡と刀子
が共伴する場合に刀子が左側に配置される例（高津尾遺跡 16区南地区 12号墓、山崎八ヶ
尻墳丘墓４号石蓋土壙墓、徳永川ノ上遺跡Ｅ地区２号墳丘墓１号棺）があることからも、
器種 A C B 計 a ｃ ｂ 計
鏡 2 (22.2%) 1 (11.1%) 6 (66.7%) 9 (100%)
貝輪 1 (100%) 1 (100%)
鉄剣 4 (57.1%) 3 (42.9%) 7 (100%)
鉄鏃 3 (13.6%) 8 (36.4%) 12 (50%) 6 (27.3%) 6 (27.3%)
素環頭刀子 6 (54.5%) １ (9.1%) ７ (63.6%) 3 (27.3%) 3 (27.3%)
刀子 27 (62.8%) 10 (23.3%) 37 (86.1%) 1 (2.3%) 1 (2.3%)
12 (31.6%) 1 (2.6%) 13 (34.2%) 26 (68.4%) 4 (10.5%) 1 (2.6%) 2 (5.3%) 7 (18.4%)
袋状鉄斧 1 (50.0%) 1 (50.0%) 1 (50%) 1 (50%)
鉄鎌 1 (100%) 1 (100%)
摘鎌 1 (100%) 1 (100%)
鋤・鍬先 1 (50%) 1 (50%) 2 (100%)
釣針 1 (100%) 1 (100%)
第４表　器種別左右配置状況（１）（棺内外別）
A B a b A B a b A B a b A B a b A B a b A B a b
高津尾遺跡16区南地区 2 1 1 2 1 5 1 5 5
郷屋遺跡B・C地点 1 1 3 2 1
山崎八ヶ尻墳丘墓 1 1 1
徳永川ノ上遺跡C地区 1 1 1 1 4 2 1 2 9 3 2
徳永川ノ上遺跡E地区 1 1 1 2 1 2
穴ヶ葉山遺跡 1 2 1 1 4 9 3 3 6 4 1
金居塚遺跡 1 1 1 1
岩屋古墳６・７号墳 2 1











壙墓（棺長 117cm）・56 号墓（同 110cm）・82 号墓（102cm）では棺内に配置し、大型棺


















鉄鏃 1 3 8 5
素環頭刀子 2 4 1 3
刀子 3 1 21 7 1






器種 小型棺 中型棺 大型棺
第６表　器種別左右配置状況（３）（棺長別）
A B a b A B a b A B a b A B a b A B a b
鏡 1 2 1 1 3
貝輪 1
鉄剣 2 1 3
鉄鏃 1 3 2 3 3 1 3 1
素環頭刀子 3 3 1 2 1
刀子 1 14 4 1 5 1 1 7 4



























































































































































































(1)  今尾文昭「古墳祭祀の画一性と非画一性」（『橿原考古学研究所論集第六』吉川弘文館，1984 年，
     111 ～ 166 頁）
     小林行雄『古墳文化論考』（平凡社，1976 年，157 ～ 178 頁）
     寺沢知子「鉄製農工具副葬の意義」（『橿原考古学研究所論集第四』吉川弘文館，1979 年，
     347 ～ 373 頁）
     光本順「古墳の副葬品配置における物と身体の分類およびその論理」（『考古学研究』，第 48
     巻，第１号，考古学研究会，2001 年，96～ 116 頁）
     用田政晴「前期古墳の副葬品配置」（『考古学研究』，第 27巻，第３号，考古学研究会，1980 年，
     37 ～ 54頁）
(2)  福島孝行「弥生時代における鉇の副葬作法について（１）」（『京都府埋蔵文化財情報』，第78号，
     （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター，2000 年，11～ 16頁）
     福島孝行「弥生時代における鉇の副葬作法について（２）」（『京都府埋蔵文化財情報』，第81号，
     （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター，2000 年，９～ 16頁）
(3)  高倉洋彰「右手の不使用―南海産巻貝製腕輪着装の意義―」（『九州歴史資料館研究論集』１，
     九州歴史資料館，1975 年，１～ 32頁）
     轟次雄「前期古墳における副葬品の左右配置」（『古文化談叢』，第 30集（上），九州古文化
     研究会，1993 年，303 ～ 321 頁）
(4)  本稿でいう左右とは、被葬者に対しての左右の位置である。
(5)  これらの遺跡の報告書は以下の通りである。宇野慎敏『山崎八ヶ尻墳墓群』（（財）北九州
     市教育文化事業団埋葬文化財調査室，1994 年）
     栗山伸司編『郷屋遺跡』（（財）北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室，1986 年）
16
     柴尾俊介編『高津尾遺跡４』（（財）北九州
     市教育文化事業団埋蔵文化財調査室，1991年）
     田頭喬・山中英彦「北九州市、長行の郷屋
     古墳―田頭喬考古資料整理報告２―」（『古
     文化談叢』，第 16集，九州古文化研究会，
     1986 年，159 ～ 171 頁）
     長嶺正秀編『岩屋古墳群』（苅田町教育委員
     会，1999 年）
     飛野博文編『穴ヶ葉山遺跡』（大平村教育委
     員会，1993 年）
     飛野博文編『金居塚遺跡Ⅱ』（福岡県教育委
     員会，1997 年）
     柳田康雄編『徳永川ノ上遺跡Ⅱ』（福岡県教
     育委員会，1996 年）
     この他に鉄器が副葬品としてみられる遺跡
     としては、高津尾遺跡 16区北地区・高槻遺
     跡・高島遺跡・長行小学校遺跡・前田山遺跡・
     下稗田遺跡・竹並遺跡などがある。
(6)  ここでは詳細に述べる余裕がないが、棺の
     規模（棺長と棺幅）の分布によって棺長
     125cm 以下の小型棺、棺長 125～ 150cm の
     中型棺、150cm 以上の大型棺とに分けるこ
     とができる。さらに土器棺を加えて、４分
     類が可能であると考えている。これらは現
     代人の身長を参考とすると 125cm 以下が乳
     幼児、125 ～ 150cm が小児、150cm 以上が成
     年にそれぞれほぼ対応していると考えられる。
(7)  棺形態が何を示すかは問題であり、階層差
     を表す可能性もあるが、穴ヶ葉山遺跡のように
     埋葬施設のほぼすべてが同一の棺形態であることなどから、今回はこの可能性は考えてい
     ない。出自については、木棺における形態の違いが出自による可能性を指摘されているこ
     となどから、今回は棺形態が出自を示す可能性があると考えた。
     福永伸哉「５．木棺墓」（『弥生文化の研究』，８祭りと墓と装い，雄山閣出版，1987 年，
     117 ～ 126 頁）
(8)  穴ヶ葉山遺跡では、棺内外で左右の比率が逆転している。
(9)  ここで問題となるのは素環頭刀子の配置であるが、枕石の配置などから被葬者との関係は
     第７図のような配置であったと考えている。
(10) 註 (7) に同じ。
(11) 岩屋古墳６号墳では、「１号主体部」は墳丘の中心に位置していないが、鉄剣を副葬品とし
     てもつことから中心埋葬と考えることができる。
(12) 本稿では詳しく述べなかったが、刀子が鏡と比較的多く共伴することや、１つの埋葬施設
     内において刀子が棺内、鉇が棺外に配置される例があることなどから、刀子の方がランク
     が高いと考えられる。
(13) 棺内外の差は、註（12）で述べたような鉄器のランクによる可能性もあるが、本稿ではそ
     のような視点での分析は行っていないので明らかにすることはできなかった。
(14) 立岩遺跡、吉武樋渡・大石・高木遺跡、二塚山遺跡、吉野ヶ里遺墳丘墓などにおいても、
     遺跡内における埋葬施設の位置および副葬品により左右の配置が決定している面が認めら
     れる。この中で、吉武高木遺跡で、埋葬施設の位置などに加えて棺形態においても配置に
     差が存在するとともに、右側が優位となっている点で他の遺跡とは異なっているようであ
     る。特に、階層的に上位に位置すると思われる被葬者がもつ鏡が左側に配置される場合が
     多いようである。これらは地域的・時期的に幅があるので、変遷や北部九州地域と他地域
     の関係などの詳細については、また別の機会に検討したい。
(15) この概念は、豊前地域に適用できるものであり、北部九州地域や他地域では異なる可能性
     は大きいと考えられる。
第７図　徳永川ノ上遺跡 E地区４号墳丘墓
４号棺の副葬品配置想定図
（縮尺１/50、註 (5) 文献より一部改変）
